
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加東市教育委員会 小中一貫教育推進室 

E-mail  shochu-ikkan@city.kato.lg.jp 

令和 2 年 7 月 31 日発行 

昨年度、市内に募集し、みなさんからお寄せいただいた 38 点の応募作品から、東条地域小中一貫校

開校準備委員会において、最優秀賞 1点、優秀賞 2点、特別賞 1点が選定され、最優秀賞に東条中学校

2年生の松井歩美さんの作品が選ばれました。なお、21点の作品が中学生以下の子どもたちから寄せら

れ、新しい学校への期待や夢が込められた作品が、多数ありました。 

校章デザインに込められた思い 

加東市花がコスモス、市木が桜のため、それぞれの花弁をデ

ザインに入れました。また、名産品である山田錦をモチーフ

としたデザインをあしらい、緑豊かな東条をイメージして

「學」の文字の周りを緑色にしました。 

前回は、開校時期・学校の種類・制服等についてお伝えしました。それ以外にも、東条地域小中一貫校の

開校に向けて、決定していることや取り組んでいることをご紹介します。 

 

「立志
り っ し

・協同
きょうどう

・剛健
ご う け ん

」 

ふるさと東条に誇りを持ち、次代を担う人材の育成 

立志…自ら志を立て、主体的に判断し行動する児童生徒の育成 

協同…個性や多様性を相互に認め合い、ともに生きる児童生徒の育成 

剛健…強くしなやかな心を持ち、健やかな体をつくる児童生徒の育成 

義務教育 9 年間を、小学校の先生と中学校の先生が一つになって育てていくためには、「どんな子どもに

育てたいのか」という、教育目標や目指す子ども像を一つにして、共有することが大切です。東条学園のめ

ざす方向として校訓を決定しています。 

 校 訓 

東条学園の軸として、校訓を設定し、児童生徒の実態や課題に応じた「学校教育目標」を、年度ごとに設

定していきます。 

【選定されたデザインをもとに

作成された校章】 

東条学園の開校に向けて、現在お二人の方に

作成をお願いしています。 

作詞者 坂本 章さん 

作曲者 井澤 潔さん 

作詞者の坂本章さんは、現在の東条東小学校・東条西小学校の校歌の作詞者である、坂本遼さんの

ご子息です。作曲者の井澤潔さんは、東条地域 3 校の校歌の作曲者である、井澤文太郎さんのご子

息です。時を越え、現在の校歌にゆかりのあるお二人がタッグを組んで、地域に愛され、永遠に歌い

継がれる校歌を作成してくださっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校準備委員会 

開校に向けて、「開校準備委員会」という組織を立ち上げ、様々なご意見を伺いながら準備を進め

ています。メンバーは、平成 27 年に地域ごとの課題を含めた小中一貫教育について協議した「推進

協議会」の委員、地域団体代表、学校評議員代表、こども園及び保育園の保護者会、小学校及び中学

校の PTA 代表、小学校及び中学校代表です。 

それぞれの地域で、開校のおおむね 5 年前に立ち上げることとしており、東条地域は平成 28 年度

から、社地域は令和元年度からスタートしました。また、より具体的なことを、各専門委員会で協議

しています。 

施設整備委員会 

 

学校運営委員会 

 
主に、小中一貫教

育をするためにはど

んな学校であってほ

しいか、どんな施設

が必要かということ

について話をする委

員会です。 

主に、子どもたち

の学校生活に関わる

具体的なこと(通学方

法、校名、校章、校

歌、制服等)について

話をする委員会で

す。 

小中一貫教育の実施に向けた

主な取組 

今年度は、令和 3 年の開校に向け、通学方法等

の詳細、校歌、開校後の組織などについて協議をし

ます。 

今年度は、基本設計（建物の配置や教室数など）

や、昨年度からの継続協議である通学方法などに

ついて協議をします。 

令和 9 年 4 月開校を目指していますので、

開校のおおむね 5 年前である、令和 4 年に開

校準備委員会を立ち上げる予定です。 

基本設計について協議していきます。 

通学方法等について協議をしていきます。 

【小学校と中学校の学びのつながりを意識します】 

小学校と中学校の先生同士が、学習内容のつながりを意

識して授業を組み立てていきます。 

例えば、理科の学習で… 

小学校 6 年生「水よう液の性質」 

 ・気体が溶けている水よう液の、特徴や性質について

学習します。 

 

中学校 1 年生「身の回りの物質」 

 ・水溶液から、溶けている物質をとり出す方法を考え

たり、結果を考察できるようにしたりします。 

小中一貫教育の開始に向けて、スムーズに移行が進むよう、様々な取組を通して、小学校と中学校

がつながりを持った指導をしています。小中一貫教育を行うための施設（ハード面）の整備だけでは

なく、小中一貫教育の具体的な取組（ソフト面）についても、協議を進め、ハードとソフトが両輪と

なった推進に向け、計画を進めています。ソフト面の具体的な事例についても、今後、ご紹介してい

きます。 

学校の先生方を中心に、小中一貫教育のスムー

ズなスタートのため、様々な取組や協議を進め

ています。 

学びのつながり（系統性や連続性）を意識して指導するこ

とで、これまでの学習とこれからの学習がつながり、知識

の整理や定着により、子どもたちの理解がより深まること

を目指します。 

カリキュラ
ムの作成

出前授業

ふるさと学習
「かとう学」

小・中学校
の連携

小学校同士
の連携


